
　前回は、ファイバーポストの接着
についてお話をしました。グラスフ
ァイバー、コンポジットレジン（CR)
の接着は、テクニカルセンシティビ
ティが高く、その操作には注意が必
要であることはご理解いただけたか
と思います。
　今回は、接着阻害要因の除去にお
いて、その注意すべき点を具体的に
説明したいと思います。

　まず歯面への接着で大切なこと
は、歯面が接着に適した状態になっ
ていることです。

１．軟化牙質、髄角等の取り残しが
ないこと

　カリエスチェック等の齲蝕検知液
で軟化牙質の徹底除去。直視、X 線
画像撮影での髄角部の軟組織の有
無の確認。特に下顎 4 番 5 番には、
歯頚部よりやや根尖方向に髄角の張
り出しが大きく、また上顎前歯は髄
角の張り出しが大きいものもあり、
取り残ししやすい部分です。

２．ポスト用根管形成した歯面に根
管充填材、シーラーが残余してい
ないこと

　形成面への直視やミラー像による
確認、X 線診査がありますが、X 線
画像では残余物が鮮明に写らないこ
とがあるので要注意です（図１）。

３．ポスト用根管形成後のスメア層
が残余しないこと

　根管ブラシと研磨材によるスメア
層の除去（図２）、あるいは酸処理

（EDTA やクエン酸処理）が必要で
す。研磨材は、フッ素を含まない「プ
レサージュ」（（株）松風）、アルミ

ナ（酸化アルミニウム）をプロピレ
ングリコールやグリセリンと混ぜた
自作品もお勧めです。

　上記歯面の清掃後は、ファイバー
ポストコア接着のための歯面の活性
化処理です。すなわち、エッチング
処理とボンディング処理。

（１）光重合型ボンディングを使用
する場合

①１ボトルタイプ、２ボトルタイプ
にかかわらず、含有されている有
機溶媒（特に水）を徹底的に乾燥
させること

②ポストホール（ファイバーポスト
用に形成した根管のこと）は光が
届きにくいため、何度も繰り返し
光照射を行い、重合率を少しでも
高めること

③光重合型ボンディングは浅いポス
トホールにしか適用できないた
め、乾燥と光照射に不安を感じる
場合、ポストホールが深い場合は
無理をせず、デュアルキュア型ボ
ンディング材を使用すること

（２）デュアルキュア型ボンディン
グ材を使用する場合

①１ボトルタイプ、２ボトルタイプ
にかかわらず、含有されている有
機溶媒（特に水）を徹底的に乾燥
させること

②ポストホールは光が届きにくいた
め、しっかりと光照射を行うこと

　パンフレットや添付文書に記載さ
れている標準的な照射は、照射器と
硬化対象物の距離が 0㎜です。従っ
て照射時間に加え、硬化深度も参考
にしなければなりません。

③デュアルキュア型ボンディング材
でも光照射は必ず行うこと

　最近は「コンタクトキュア（また
はタッチキュア）」タイプのプライ
マーが登場し、間接法でのファイバ
ーポストコア装着時に便利なよう
です。３M エスペの「スコッチボ
ンドユニバーサル」と「リライエッ
クスアルチメットレジンセメント」、
クラレノリタケデンタルの「パナビ
アＶ５トゥースプライマー」と「パ
ナビアＶ５ペースト」、イボクラー
ルビバデントの「マルチリンクプラ
イマー」と「マルチリンクオートミ
ックス」、トクヤマデンタルの「エ
ステリンク」と「エステセム」等です。
　これならポストホールの深い光照
射が届き難いファイバーポストコア
にも安心して使用できます。また、
化学重合タイプの様に操作時間に縛
られることなく接着作業に余裕が持
てます。ただし、プライマー、レジ
ンセメントともに同一社製品をご使
用ください。私自身まだ未使用につ
き、接着力、耐久性に関しては不明
です。

④歯面へのエッチング処理後、唾液
で汚染された場合は良く水洗し、
クエン酸か EDTA で唾液成分除
去後、再度セルフエッチング処理
を行うこと

　ボンディング処理後の唾液汚染で
は後戻りできませんので細心の注意
を！

　直接作製法、間接作製法にかかわ
らず、この場合重要なのはファイバ
ーポストの洗浄です。
　特に間接法の場合、技工士は分離
材としてパラフィンワックスを使用
する場合があります。また、水溶性
の分離材もグラスファイバー表面に
こびり付くことがあり、どちらもス
チーマーで分離材と手脂分を落とし
その後は手指では触らないこと。グ
ローブのパウダーも要注意です。
　分離材のお勧めは、サンメディカ
ル社のプライムセップです。サンド
ブラストも悪くはありませんが、噴
射圧が強いとグラスファイバーの破
損、噴射粉のめり込みがあります。
　また、直接法ではファイバーポス
トにシラン処理をします。間接法で
は作製されたファイバーポストコア
にもシラン処理を行います。スチー
マーで汚れを落とした後は、完全乾
燥させること。寒天印象材用のドラ
イコンディショナーがあればその中
で乾燥させましょう。
　シラン処理は特に水を嫌います。
後は素手、グローブでは触らずにピ
ンセットなどで扱いますが、シラン
処理後に手の汚れまたは唾液が付着
した場合は、まず水洗。その後リン
酸エッチング溶液で洗浄（30 秒ほ
ど）。あるいは超音波洗浄機内で中
性洗剤を用い、十分水洗かつ乾燥。 

または、水洗乾燥後イボクリーン（口
腔内使用は禁忌）を使用します。
　シランカップリング剤の塗布につ
いて。110 〜 130℃で 1 分以上の
加熱処理を行うと接着力の向上が期
待できます。マルチパーパスボンデ
ィング材、オールマイティボンディ
ング材でのシラン処理も結構です
が、ここは純粋なシランカップリン
グ処理剤（セラミックプライマー等）
の使用が良いようです。1 ボトルタ
イプより 2 ボトルタイプの方が保
存安定性が良く、シランカップリン
グ剤のアクチベートも確実といえま
す。また最近は、接着力向上のため
リン酸エステル系モノマーを含有し
ている処理剤も出てきています。

　歯質へのプライミング処理剤もシ
ランカップリング処理剤もその保存
方法で性能、組成安定性が異なって
きます。添付文書、容器箱、ボトル
に記載される注意事項、マークを確
認してください。特に温度管理、遮
光に注意です（図３）。

　歯質へのプライマー処理もファイ
バーポストへのシラン処理もどちら
も汚れを嫌うのは当然ですが、水分
を十分に除去し、乾燥した状態で次
の処置に移ることが大切です。
　その他、注意事項を一覧にまとめ
ました。

１．ボンディング材はゴシゴシ塗り、
溶媒はしっかり蒸散させる

２．エアーシリンジで乾燥の際、水
の混入には注意

３．接着剤の被着面は手指で触らな
い（歯面、ファイバーポスト面と
も）

４．各種ボンディング材の塗布順序
と作用時間の厳守

５． ２液性の処理剤は直前に混和
６．唾液で汚染された場合、アルコ

ール類は厳禁（唾液蛋白が凝固し
てしまうため）

７．光重合型では十分な光量を照射、
深いポストホールでは無理せずデ
ュアルキュア型ボンディング材を
使用する

８．「コンタクトキュア（またはタ
ッチキュア）」タイプを使用する
際は、添付文書を精読の上ご使用
ください

　次回は「ファイバーアレンジメン
ト」のお話です。（続く）
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ファイバーポストとは
　歯に被せものをする際、失われた歯
質を人工物で回復する材料が必要で
す。従来は金属の材料でしたが、グラ
スファイバーの束をレジンという樹脂
で固めてつくったファイバーポストコ
アが、保険診療で使用できるようにな
りました。

図１

図２

最後に

図３

病気を持った患者の歯科治療

会員特別価格 １冊 2,000円（税込・送料別）

長崎協会が発行する歯科必携の１冊

長崎協会・大学病院等の医師・歯科医師が中心に
なって、129疾患についての、①病気のポイント、
②歯科診療時の注意点、③常用薬、④投薬時の注
意点、⑤予測される緊急事態と対応、をまとめま
した。

　２０１７年３月１５日（4）とやま保険医新聞第３８８号


